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　　　　　　　　　　　中部九州の 活断層

一九州に お ける中央構造線の 第四 紀活動
一

千田　昇
＊

　　　　　Active　faults　in　Central　Kyushu，　Southwest　Japan

Quaternary　faulting　along 　thc 　Median　Tectonic　Line　in　Kyushu 一

　　　　　　　　　　　＊Noboru　 Chida

Abstract　The　Median　Tectonic　Line　in　Kyushu 　has　been　discussed　in　relation 　to　three 且11ajor 　tectonic．

lines　named 　the　Matsuyama ．lmari　Line，　the　O正ta．Kumamoto しine　 and　 the　Usukl．Yatsushiro　Line　from

north 　to　 south 、

　　　The　Matsuyama ・lmari　Li【1e，　at　the　northern 　lirnit　of 　Centra［Kyushu 　called 　the　Nagasaki　Triangle，

has 仁he　Beppu 、kita　fault，しhe　Minob　fault　group 　 and 　the　Todogi ・Kawakubo 　fault　group 　on 　the　view

point　of　active 　fault．　The 　Minoh 　fault　group　dlsp ［aces 　the　1⊂〕wer 　aliuvial 　fan，　distributed　 at　the　northei
・
n

foot　 of　the　Minoh 　 mountains ．　The 　 ameunt 　of　fault　displacement　is　in　proportion　to　the　height　 of　the

Minoh　mQuntains ，　This　fact　means 　that　the　activity 　of　tbe ．Minoh　fault　group 　briugs　abo 廴1t　the　evollltiQn

of　the　11］OUIItaills ．

　　　The 　Oita・Kumamoto 　Line　is　the　most 　active 　tectonic　line　in　Central　Kyushu ．　Seven　grabens 　formed

by　 normal 　 faulting　devel（．〕p　 at　the　 Quaternary　 volcanic 　 area 　to　the　 IlorLh 　 of　tbc　Iine．　 So，　the　 writer

names 　this　area 　as　the　Mid−Kyushu 　Graben 　Zone．　The　grabens 　are 　 named 　the　Beppu −wan ，　the　Yufuin，

the　 Kuenohirayama ，　 the　Kuju，しhe　Haneyama ・Kameishiyama ，　the　Kuradake 　 and 　the　Unzell　Graben　by

the　 writer 　from　eお t　to　wes し AnLong　these 　grabens ，the　Beppu ．wan 　Graben　 and 　the　Unzen 　Graben　 are

particularly　activc 　on 　the　graben　buildin9．　The 　westcrn 　part　of しhe　Qita−Kunlamoto　Line　is　represented

by　the　Futagawa ．Hinagu　fault　system 　characterized 　by　rigllt．laterai　movement ．

　　　The　Usuki−YatsusllirQ　L重ne 　situated 　 at　the　southernmost 　part　of　Centra蓋Kyushu ，　is　mostly 　inact正ve

in　Quaternary　time．

　　　The 　fau 比ing　 of しhe ）v
．ledian　Tectonic　Line　in　 Kyushu 　has　 exce 且ed 　in　the　 right ・lateral　 movement

since ｛〕．7　Ma ，　thus　the　 activity 　of　graben 　building　has　beguii．　The　 reason 　the　 right ．lateral　 movement

has　begun　 in　the　N ・S　 extensional 　 stress 　 f｛eld 　is　that　the　 E ．W 　 cempresslonal 　stress　field　 hus　 locally

taken　 on ．　Besides，　since　O．ユー0．15Ma 　the　Ryukyu 　System　tectollics　 with 　 axis 　 of　NE −SW 　direction　has

added 　to　the　arca ．　Therefore，　 volcanic 　 acLivity （＞f　the　Ryukyu 　System　in　Ky しEshu 　 nlainla 【ユd　 and 　graben

forming　activity 　with 　the　dircction　of 　NE ・SW 　in　Yatsushirc》Bay　and 　Amakusa ．nada 　has　started ．

Key 　words ： active 　fault，　Central　Kyushu ，　Median　Tectonic 　Line，　Mld．Kyushu 　Graben　ZQne，　nDrmal 　fault，

　　　　　　　　Matsuyama ・lmari　Line，　Oita・Kumamoto 　Line，　Usuki・Yatsushiro　Line

は 　 じ　 め　 に

　九州の 中央構造線 は松山
一
伊万里線，大分

一
熊本線，

臼杵
一八 代線 と い う主 要 な構造 線 との 関係 で 論 じ られ て

きた，しか し，そ れ ら を構成 す る 断 層の 具．体的な存在や

そ れ らの 第 四紀 に おけ る活動などの 基本的な問題 に なる

と，必ず しも明らか に され て い る と は言 い 難 く，また，

四 国 と九 州 を結 ぶ 海域 で の 断 層 の 分 布や 変 動 様 式 な ど も

＊ ．
大分大学教育学部地 理 学 教 室 ．Department　of　Ge。graplly，　Faculty　of 　Education，　Oita　University，　OiLl，870−llJapa 【】．
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十分 に 解明 され て は い な い ．

　近年，海底活断層の 調査が 別府湾や 伊予灘な どで行わ

れ る よ うに な り，そ の 結果，海の 空白域 の 様子 が少 しつ

つ 明 らか に され （森山 ・日高，1981 ；四 国電力，1984 ；

島崎 ほ か，1986；堤 ほ か，1990），陸域 に お い て もそれ

ぞ れ の構造線 を構成す る と考えられ る諸断層 の 第四 紀 に

お ける 活動が 明らか に さ れ て きて い る．

　とこ ろ で
， 伊予灘 に 没 した 郡中

・
伊予両断層の 延長 は

地溝 を形成 しなが ら佐 田 岬半島北方へ と連続す る こ とが

わ か っ て お り，こ の 事実 は九州の 中央構造線 を考える上

で，右ずれ を特徴 と して きた 中央構造線が 郡中か ら西方

に向か い ，地 溝形成 の 運 動 へ と転換す る とい う， 重要 な

示唆を与える．つ まり，九州中部 の
’
［E断層 に よる地溝地

帯 は すで に 郡中沖か ら始 ま っ て い る とい え る．い い か え

れ ば 長崎三 角地域 の 北縁 を 限る松山
一
伊万 里 線 と南 縁 に

あた る大分
一熊本線，臼杵一八 代線 との 分 岐が 郡中沖か

ら始 ま っ て い る こ と を示 して い る （第 1図 ）．さ ら に別 府

湾は，郡 中沖か らの 活発 な地溝形成活動の ，九州へ の 入

目 とい うこ とがで きる．

　 こ こ で は ，九州中 部地域 に み られ る活断層 を各構造線

との 関連 か ら検討 し，
九 州 に お け る 中央構造線 の 第 四 紀

の 活動につ い て 考察す る．

松山
一

伊万 里 線 の第四 紀 に お け る 断層活 動

　松山
一
伊万 単線 は 中部九州 の なか で ，も っ と も存在 の

不確 か な構造線で あ る．しか しな が ら，こ れ を構成 す る

と思わ れる 活断層 はい くつ か の 地域 で 認め られ る．そ の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 み の お

典型 は 水縄 山地 北麓の 水縄断層系 （千 田，1981），背振
　 　 　 　 　 　 と　 ど　ぎ

由 地 の 南側 の 都渡城
一川 久保断層 群 （活断層 研 究会，

1980）で あ る．ま た，別府地溝 の 北縁 を限 る 別府北 断層（村
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い ゆ み

井
・金 子，1975），そ の 西 方に あ る 人 美断層（千田 ，

1980）

もこ の 構造 線 に関 係す る 断層 で あ る．こ の うち，都渡城

一川 久保断層 群 は，変位 地 形 は 明 瞭 で は な い が
， 第三 紀

末 か ら第 四紀 申 頃 まで は 北 高南低 の 地殻運動が続い た と

考えられて い る （九州活構造研究会，1989）．

　水縄断層群 は ほ とん ど全 体で 水縄山地 北 麓 の 低位扇 状

地面を変位 させ て お り，そ の 変位量 は 水縄山地 の 高度分

布 と よ い
一

致 をみ せ る（第 2図 ），すな わ ち，水縄断 層群

の 活 動 は水 縄 山 地 の 成 長 と密 接 に 関 係 し（千 田，1981），

そ れ が 水縄凵」地 と筑 紫平野 の 高度 的対立を作 りだ して き

た こ と を示 して い る．

　な お，木 戸 （1991）は松 山
一

伊 万 里 線の 東端が 松 山市 に

つ なが らな い とい う理 由で ，こ れ を右ずれ 断層 と して の
　 　 　 　 ひ 　じ

久留米
一

日出線と名づ けたが，活断層 の 側面からみ れ ば

∵

7

t km

第 1 図　中央構造線西端部 ・郡 中 沖
一
別府湾 における活断層分布

　　　　（岡村ほか ，
1987，ユ991；四 国電力，1984 ；島崎 ほ か，1986

，
ユ990 ；堤 ほか，1990に よる）
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第 2 図　 水縄 断 層 群 の 断層 変位量 と水縄 山地 の 高度分 布 の 関係

　　　　A ： 水縄断層系 を構成す る 断層，B ； 各断層 に よ る低位扇状 地 面 の 垂直変位 量，　 C ： 水縄山地 の高度分布

　　　　（
・
「「
・
田，198／に よ る ）

右ずれ を示す断層 はみ られ ず，ま た松山
一
伊万黒線 を否

定す る根拠 も希薄で あ る．郡 中 沖で の 中 央構造線 の 地 溝

形 成 や そ れ の 別府湾へ の 連 続性 な どか ら，む しろ 松山
一

伊万里 線 の 存在を認 め る 方が 妥当 で あ ろう．

大分
一
熊本線の 第 四紀 に おける断層活動

1　 中部九州地溝帯 に おけ る断層活動

　松本（ユ979）に よ り提唱された別府
一

島原地溝 は，中 部

九 州 に お い て 地溝性陥没構造 を推定す る こ と に よ り名づ

けられ た もの で あ る．こ の 地域 は活断層 か らみ る と。正

断層が 卓越す る，い わ ゆる 地溝帯 をな し，い くつ かの 地

溝 の 集合 で あ る（千 田 、1979）こ とか ら，こ こ で は 中部九

州 地 溝帯 （Mid．Kyushu 　Graben　Zone）と名 づ け る．基本

的 に は 松本（ユ979）の 別府一島原 地 溝 と一教 す る が，別府

一
島原 地 溝 は 時 期 的 に 中新 世 以 降，内 部構 造 的 に は 大 規

模な陥没構造を推定 して お り，よ り大 き な意 味 を含ん で

い る こ とから，混乱を避け る ため に，中部九州 地溝帯の

名 をつ けて お く．こ こ に お い て ，地 溝 は 大 分
一

熊 本 構造

線 を南 限 と して ，そ の 北 方 に 雁行状 に 分布 し て い る ．

　九 州 中部 に お け る地溝 は い ずれ も第 四 紀火山岩 の 分布

す る地域 に存在す る．こ れ は 火山 の 存在 と と もに 火 山岩

の 存在 も大 きな役 目 を果 た して い る こ と を 意 味 して い

る．地溝 は東 よ り別府地溝帯（別府湾地溝，由布院地 溝〉，
くえの ひ らや ま 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は ね や ま

崩 平 山 地 溝，九 重地溝，万年山 ・亀石山地溝，鞍岳地

溝，雲仙 地溝の 7 つ に 区 分 さ れ る （第 3図）．

　 1）別 府地 溝帯 （村井 ・金子 ，1975 ；池 田，1979フ）速

見地 溝 ；星 住 ほ か，1988の 由布
一
鶴見地溝）

　別府 地 溝帯 は 中部 九 州地溝帯 の 東部 に あ た り，そ の 名

称 は 1975年の 大 分 県 中部 地 震の 後，別 府 北 断層 と別府南

断層 と に挟 まれ る地 溝帯 に対 して 名づ けられ た（村井
・

金 子，1975）．また，金子 （1977）は 瓜 生 島 と の 関 連 で 別

府湾が 地溝帯 で あ る こ とを指摘 した．別府地溝帯 は 池田

（1979）に よ り速見 地 溝 とよ ば れ，そ の 方向の 違 い な どか

ら別府東地溝 と別府西 地 溝 の 2 つ に 区分 さ れ た （千 田，
1979）が，別府湾 の 海 底 の 様 子 が 次第に 明か に な っ た （島

崎 ほ か，ユ986ほ か ）こ とに よ り，それ ら を あ らた に別 府

湾地 溝，由布院地溝 と それ ぞ れ 名づ け る．そ の 理 由は
「
別

府地溝帯」 を こ の 地 域 に お け る広 義の 地 溝 帯 の 意味 で 使

い
， そ れ を構成する 副次的な地溝 と して の 意味 を もたせ

る た め で ある．星 住 ほ か （1988）は 池田 （1979）の 速 見地 溝

とほ ぼ 同 じ地域を由布一
鶴見地溝 と し，そ の 西 縁 を福 万

］ILI一カ ル ト山付近 に想定 した．

　i）　別府湾地溝（別 府東 地 溝 ：千 出，1979 ；再命名）

　別府 湾 地 溝 は 金 子（ユ977）の 別府 湾 の 地 溝帯，千 田

（1979）の 別 府 東地 溝 に 相当す る が，最 近 の 別府湾の 海底

調査 の 結 果 か ら，別府湾地溝 と再命名 した．

　別府湾 の 海底 活断 層 は 森山
・

日高 （1981），島崎 ほ か

（1986）な どの 研 究 に よ りか な り明瞭 に な っ て きた。と く

N 工工
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第 3 図　中部九 州地溝帯 に お ける地満分布

　　　　 1 ：別府湾地溝， 2 ：由イ1∫院地 溝，3 ：崩平由地 溝，4

　　　　6 ：鞍岳地 溝，7 ：雲仙地溝（千田，1979に よる）

万年山
・
亀石山地 溝， 5　 九 重 地 溝，

に 後者 に よ り地 震 との 関 係 で 別 府 湾 の 海底 活 断 層 の 活 動

周期 などが明か に され た．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か　な　ごえ　　 か ら　き

　別府湾地溝 は 北縁 を鹿鳴越 ・唐 木山の 断層群 か ら東

南東方向に 延 び る 断層 に よ り，南縁を堀 田 ・朝見 川 断 層

系 に よりそれぞれ隈られ ， そ の 内部 に 多 くの 海底活断層

をもつ 地溝で ある ．北縁 の 断層 は 日出町の 軒 ノ井断層以

東 は 海域 に 入 り，別 府湾 中央断層（島崎 ほ か，1990）へ 続

くと考えられ る （第 4 図）．こ れ は 別府湾中央部 を西北西

一
東南東 か ら東西 に 長 さ20km に わ た っ て の び る断層 で

約 6，300年前の ア カ ホ ヤ 火山灰層 が 上 下 に 約20m 変位 し

て い る．最新 の イベ ン トの 変位量 は 2m で あ り，約6，000

年間 に 10回 の 地 震 発 生 と い う推定が 成 り立 つ ．1854年南

海 地 震 の 2 日後 の 地 震 （M ＝7．3−7．5＞の 震 源 で あ る 可 能

性 が あ る（島崎 ほ か，1990），

　
一

方，別 府湾 北 西 部 月出沖の 海 底活 断 層の い ずれ もが

地震 に より変位 を累積 して お り，い くつ か の 独立 した地

震系列 に 属 し，こ の うち亀川 言11・西 断層 は 1596年（慶長 1 ）

の 豊後地震（M ・＝7 ± 1／4）の 震源断層 と考 えられ て い る

（岡村 ほ か，1987），

　 豊 岡沖 で は，ユ942年 12月 20 日 に M ＝　3．8，1989年 8 月

23日 に M ＝2．5の 地 震 が 発 生 して お り，後者 は縦ゆ れ の

地 震動 で 特徴づ け られ た（福 岡管区 気象台，1990a）．

　 別 府湾地 溝 に 関 連 す る 陸 域 の 最 近 の 地 震 活 動 をみ る

と
，
1989年 ，

1990年 に い くつ か の 地震 の 発生 が み られ る．

こ の うち 1989年11fi　16日 13時02分 に は 鹿鳴越断層群付近

に 震央を もつ M ＝4，5の 地 震 が 発 生 し，余震 も 9 個が検

知 さ れ た．地 震 の メ カ ニ ズ ム 解 は 北 東
一南 西 の 右横ずれ

断 層 を示 し，鹿 鳴 越 断層 群 の 一部 が 北 東 一南 西 の 右 横ず

れ を示す こ とと合致 して い る．この 付近 の 広 域 的 な応 力

場 に 調和的で あ る （福 岡 管 区気象台，1990b ）．同 じ余震

の 範 囲 で ，再 び ユ990年 7刀 21日か ら8月 11日 にか け て 地 震

活動が 活発化 して い る（福 岡 管区 気象台，1991）．また，

ユ986年 の 5 月か ら 6月 にかけて と1988年 10月 に も別 府 扇
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ん な わ

状地 の 南北両縁都 で 地震 が 発生 して お り，鉄 輪 断 層 ，

掘 出 ・朝見川 断層系 との 関 連性が指摘 で きる．

　ii）由布院地 溝（狭義 の 別府地溝 ；別府西地溝 ：千 田，

1979 ；再命名）

　別府 地 溝帯 を構成す る地溝 の 1 つ の 由布院地溝 は
， 別

府北 断層 と由布院 断層 に そ れ ぞ れ 北 と南 を は さ まれ た 地

溝で，そ の 中央部に あ る立石 山 と飛岳で さ ら に 小 さな 地

溝が 形成 され て い る．由布院 地 溝 は い わ ゆ る 山陰系新期

火山活動 の 場を限 っ て い る こ とか ら， 地 溝形成 と新 しい

火山活動 とが 対応 して い る と考え られ る．

　 2 ） 崩平山地 溝（千 田，1979）

　別府地溝帯南西方の 崩平山 とその 周辺 で 最 も典型的 に

東西 性 の 断 層 群 が み られ る，こ れ らは崩平 山 の 山頂 を境

に そ れ よ り北 側 の 断 層 は 南 落 ち，南 側 の 断層 は 北 落 ち で，

あ た か も崩平山が 南北 に 引 き仲 ば され た よ うな形 態 を呈

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Geological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Geologioal 　Sooiety 　of 　Japan

中 部 九 州 の 活 断 層 43

　
　
　 ．　　　　　　　 へ ，7▼、

「！
丶

彫
・一一／ ” h ．一

第 4 図　別府湾地溝 お よ びそ の周辺 に お ける 活断層

　　　　（岡 ホ寸1まカ、，　1987，　1991　；島山奇｝まカz，　1986，

Oita 0　　 　　 5km一

19．　90 ；九州活構造研究会，ユ989に よ る ）

して い る．

　崩 平 山 地 溝東部 で は 1975年 に 大 分 県 中 部地 震 （深 さ

15km ，　 M ＝6．4）が 発 生 し て お り，地溝形成 が なお 進行

中で あ る こ と を示 して い る．こ の 地震 の 発震機搆 に つ い

て ，気象庁地震課（1975）は 横ず れ型 の メ カニ ズ ム 解 を，

111科 ・村井 （ユ975）は 多少 の 横ず れ成 分 を含 む TE断層 解 を

出 した．ま た，Hatanaka　and 　Shimazaki（1988），Hatana・

ka　and 　Takeo （1989）は NW −SE 方 向 で，左 ず れ 断 層 解 を

出 して お り，こ れ は 崩 平 11［地 溝 が 全 体 的 に 西 北 西
一

東 南

東方向 に 軸 を持 つ こ と と調 和 的で あ り，
ま た 別府湾の 海

底断層，陸域 の 活断層 と も調和的で あ る （第 5 図）．お そ

ら く，崩平山地 溝 の 形成 に 関係す る 広域 応 力場 を示 して

い る と考
．
え られ る ．

　 3）　九 重地 溝 （千田，1979＞

　 九 重地 溝 の 北 縁 は南落ちの 地蔵原 断層群 で 万年山地溝

と分 け られ，南 縁 は 北 落ち の 瀬の 本 断層群 で 限 ら れ る．
　 　 　 　 わ い た

内部 に は 涌 蓋山 や 泉水山 の 周辺 の よ うに 東西性 の 断層

が い くつ かみ られ，小地溝形成が 続 い て い る と考 え られ

る．

　 4） 万年山 ・
亀石 山地 溝 （千 田，1979 ；池 田，1979の

万年山地溝）

　万年山 と亀石山 の 周辺 に み られ る地溝で 万年山地溝 と
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 は な が

も よ ば れ て い る （池 出，1979），北 は 花 香 断 層 ・万 年 山
　 　 　 き の うず

断層 ・木納 水断層 （松本 ほ か，1973）な どで 限 られ，南

は 亀 石 山 断層 ・宇⊥ 谷 断 層 ・菅原 断 層 群 な どで 阪 ら れ

る．地溝内部 に は 主 と して NNW ．SSE 方 向の 断層 が，平

行 ま た は 雁行状 に 多 く分布 して い る．

　 1987年 6 月 14日 に 日 田 市付近 で M ≡1，9，2．6の 地震

が 発生 して お り，こ の 震源 は万 年 llレ 亀石山地 溝の 西端

に 位 置す る （福 鬮管 区気象台，1988a）．

　 5）　鞍岳地 溝（千 田，1979）

　鞍岳地 溝 は 鞍岳断層 群 の うち オ ケ ラ 山 断層
・

ツ
ーム シ

Ii蜥 層 を 北 縁 と し，瀬 田 断 層 を 南 縁 と す る 地 溝 で，

WNW ．ESE 方向の 平行す る 短 い 断層 か ら な り，地 溝 全 体

が 同じ方向を持つ ．九重火山からこ の 地溝 に か け て の 地

域 は 地 震 の 多発 地 帯で ，群 発地 震 の 発生 が 知 ら れ て い る ．

鞍 岳 地 溝 で 発 生 す る 地 震 は火 山活 動 と密 接 に 関連 す る こ

とが 報 告 され て い る（須 藤，1981）が，伸張軸 が 南北 で横

ず れ成分 を含む正 断層的 な発震機構解で ある こ とは，広

域 的 な応 力 場 に 対 応 した 群 発地 震 で あ る こ とを示 して い

る （須藤i， 1990）．

　 6） 雲仙地溝（太 田 ，1973 ；千 田，1979）
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ち　 じ　わ

　 雲 仙 地 溝 の 北 縁 は千 々 石断層 に よ り，南縁 は 西部の 金

浜 断層 と東部 の 右 雁 行 の 高岩 山 ・
柳原 ・大 苑の 各断層 に

よ り，それ ぞれ限 られ る．こ の 地溝 は 雲仙火山の 火 山体

を変位 させ る多 くの 東襾性断層 と活発な地震活動，火山

活動 で 特徴づ け られ る．地 溝 内 の 断層 の うち，布津断層

は 島原 湾海 底 の 活 断層 に 速 続 し（国 土 地 理 院，］982a），
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第 5 図 　崩平 ［j．1地溝に お け る 活断層 と1975年大分県中部

　　　　地 震 の 震源の 分布

　　　　（a ）：活断層 と震源分布，数字 とア ル フ ァ ベ
ッ ト

　　　　は活断層研究会（1980）に よ る 断層番号，
　　　　（b）：地下 の 断層 （太実 線）と地表 の 断層 （細実

　　　　線）の 関係

　　　　（Hatanaka　and 　Takeo，1989に よ る ）

ま た千 々 石 湾 で は よ り活 発 な 海 底 部 で の 断 層運 動 が 知 ら

れ て お り（国 土 地 理 院，ユ988），地 溝形成が か な り広 い 範

囲 に及 ん で い る こ とが わ か る（第6 図 ）．さ らに，断層 の

配列 か ら地溝南縁 部が 南 に 拡 大 して い る様 子 が わ か る．
一

方 ，

・
丁
．々

石 湾 の 西 方 の 野 母 半島東岸 ・長 崎
’
市大 崎 町東

方沖 で は東北東
一

西南西方向 の 活断層 が 知 ら れ て お り

（国土 地理院，1989），雲仙地溝 とは 直接関 係 しな い と思

わ れる が，東西から， や や 北東
一
南西方向へ 変化す る活

断層 が 分布す る こ と は，天草灘地溝 の 影響があらわれ て

い る こ と を示唆す る．

　雲イ111地溝 に お ける地震 の うち，1922年の 千 々 石湾地震

（M ＝6．9）に よ り，島原 半 島で は 地 割 れ，山崩 れ，噴砂

な どの 地変が 生 じ，水準点改測 結果 か らは雲 仙 地 溝 内が

相対的 に 4 〜6em 沈降 した こ と が 知 られ て い る（今 村 ，

1925 ；山科 ・三 浪 ，
1977）．こ の 地震 は 南西部 の 金浜断

層 の 活動 に よ る よ うで ，地 溝形成活動が 現在 もなお続 い

て い る こ とを示 し て い る と考 え られ る．

　1984年 8 月 の 群発地 震 は M ＝5．7を最大 地 震 とす る 地

震 で ，島原 半島西 岸 の 猿葉山付近
一

帯 を震 央 と し，余震

は 西 南 西 方 向 に 千 々 石 湾 に 延 び た （九 州 大 学 理 学 部，

1986）．こ れ は
一

部 で 九 千 部断 層群 （九 州 活構造 研 究 会，

1989）の 活動 に よ る可 能性 を示 唆 して い る．こ の 群 発 活

動 の 余震群の 発震機構 に は 本震 群 と 同 じ南北 張 力 の 正 断

層型 の ほか に ， 東西圧縮 の 逆断層型 の 解 も存在す る こ と

か ら，群発活動 が複数 の 断層面で 発生 した と考え られ て

い る （清水，1989）．

　 1989年ll月 に は 1984年 の 群発地震 の 西端 に接す る千 々

石湾海域 で，群発地 震 が 生 じて い る （福 岡管区気象台，

1990b）．こ れ らの 地 震 の 発震機構 を み る と，雲仙地溝

内で は 正 断層型 で あ るが ，天草地溝帯 との 会合部で は 横

ずれ 成分が 大 きくなる こ とが 示されて い る （九州大学理

学部，1987）．

2　 布田 川 一日奈久 断層系の 活動

　布 田 川 一日奈久断 層系は 東北 東
一
西南西方向 を と る 布

田川 断 層系（渡辺 ほ か，1979）と北東
一
南西ない し北北東

一
南南西方向の 日奈久断層 系が ほ ぼ 連 続 す る よ うに み え

る こ とから名 づ けられたもの で，こ れ らが厳密 に連続 す

る わ けで は ない （第 7 図 ）．

　布 田 川
一

日奈久断層系 は 阿蘇 カ ル デ ラ の 立 野 火 口瀬 か

ら西南西方向の び る，雁行あ る い は 平行す る い くつ か の

断層 か ら なり， 砥 川 付近 よ り方向 を北 北 東
一
南南西 に変

える．こ の 断層系 は高遊原溶岩 ， 砥川 溶岩あ るい は河成

段 丘，沖積錐な ど を変位 させ る．全体的 に 縦ずれ が 顕 著

で あ る が，日 奈久断層系 の 北部 は 右ず れ が 著 し く， 佐志

生 断層，女鞍岳断層，出水断層系な ど と と もに 九州 に お

ける 数 少 な い 横ずれ 断層 の ユつ で あ る．R 奈久断層系 の

右 ず れ の 変 位 速 度 は お よ そ 0．8mm ／年で あ り．等 速 的 に

変位 が 進行 した とす れ ば，横ず れ の 最大 変位 量 に は13〜

14万年で 達す る．天 草 に お け る志岐 トラ フ の 形成 に伴う

下 末吉層相当の 釜 層 の 堆積（千 田，1976）と時期 的 に
一一・

致

す る こ とか ら ，
0．1〜e．15Ma 頃 に 琉球弧 北 端部 の 活動

が西南 日本弧 に 及 ん で きた と考えられ る．中部九州 の 火

山地 域 で は，e．7Ma 以降南北 の 伸張応力場 に 対 し，東

西 方向 の 圧 縮 応 力が 加 わ る こ とに よ る （鎌田
，
1986）， 局

部 的 な圧 縮 応 力場の 形成 とい う事実 に対応 した 琉球弧北

端 の 活 動 の 現 わ れ と考 え る こ とが で き る．

　 九 州 本 土 と 天 草 諸 島 に 囲 まれ た八 代 海 南 部 の 水 俣 〜出

水沖 で は 口奈 久断層系 の 連続 と して の 海底断層 が 発 達

し，全体 と して 地溝状凹地を形成 して い る （国上地理院，

1982b，1984）（第 8 図）．ま た， 日 奈久断層 の 海域延長

と して の 田浦沖で は活断層の 存在 を暗示する 顕著 な音波

散乱層が 認 め られ，さ ら に獅 子 島南東方 に は 完新統 を 変
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第 6 図　雲仙地 溝 お よ び そ の 東方海域 に お ける 活断層 分布
1 ：千 々 石断層，　 2 二小 倉断層，
4 ：舞岳断層 ，　　 5 ：九 千部断層，
71 九干部南断層， 8 ：岳断層，
1e ：赤松谷断層 ，　 ll ：小浜北断層 ，

13 ：鴛鴦 ノ 池断層，141深江断層，
16 ：布津断層 ，　　 17 ：高岩 Lll断層

3 ：飯岳断層，
6　：普賢i匕断層 ，

9 ：岳南断層，
12 ：小浜断層 ，

15：金浜 断層，
18 ：柳原断層，

19 ：大 苑断層（九州活構造研究会，ユ989に よ る）
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第 7 図　布田川
一

日奈久断層系 の 断層 分 布 と震源分 布
　　　　震源 分 布 は石 川 （1990）に よ る

　　　　F ：布 田川断層系，H ：日奈久断層系
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第 8 図　八 代海海底 の 活断層

　　　　t ／ ノ
ノ

T，y 0　　　 5　　　 10km
一

海底活断層分布 は 国土 地理院（1982b，1984）， 千 田 ほ か（1991）に よ る

位 さ せ る 断層 が あ り，累積性 も 認 め ら れ る （千 田 ほ か，

ユ991＞．こ れ ら は 日奈久断層系の 右ず れ に ともなう引張

割れ E と して の 地 溝で あり，そ の 意味か ら，郡中断層 の

延長部 と全 く同様 な地 溝 形 成 運 動 が 八 代海南部で も起 き

て い る可 能性 を示 して い る．しか し，その 活動 は 別府湾，

千 々 石湾などの 東西性 の 断層 に 比較す る と活動 度が弱

く，九州巾部 地 域 の 海域 に お け る中 央構造線断層系 の 断

層 は 完新世 の 活動 で判断す る 限 り，東西 方向の 地溝 を形

成 す る活動 が車越す る とい える （岡村 ほか，ユ991）．

臼杵
一八 代線の 第四 紀 に お け る断層活動

1　 緑川断層系 ・鎌野断層 の 活動

緑 川 断層系 は 蘇陽町馬見原西方 の 鎌野断層 に は じ ま

り，九 州 山 地 の 北 縁 を限 る よ うに西 へ 続 く。こ れ はい わ

ゆ る臼 杵一八代構造線 を構成す る1析層 の 1 つ で あ り，こ

れ 以南が南部九州で ある，緑川断層系 は 連続する 1 本の

断層 で は なく，東北東
一

西南西方向 に 平行あ るい は雁行

す る 数本 の 断層か らな り，西部 で 確実度 が低い ．しか し

なが ら，西部で は方向 を北東
一
南西 に 変え，九 州 山 地 の

北西部 を 限 る よ うに走る 日奈久断層系 に 向 っ て 収斂す

る．

九 州 西 方海域 の 活断層 と地震

　九 州南西岸の 五 島列島の南 か ら屋久島 にかけて は 沖縄

トラ フ の 北 端 に あ た り，主 と して 北 東
一
南西方向の 活断

層 とそ れ に 並走す る 褶曲軸が 認 め られ る （活断層研究会，

1991），一
方，九州西方海域 は 中部九 州 の 種々 な 問題 を

解 く鍵 の 1 つ を握 っ て い る と考え られ る．五 島列島周辺
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で は そ の 北方 の 東五 島陸棚谷群．に 北北東
一
南南西方向 の

断層
・
褶曲が，中央五 島陸棚谷群 に南北か ら北北酋

一
南

南東方向の断層
・褶曲が あり（第 9図），こ れ らは一

括 し

て対馬
一

五 島構造線 とよ ばれ，そ の 活 動 時 期 は 鮮 新世 末

か ら更新世 に か け て と推走 され て い る （井 上，1983）．そ

れに 対 して，五 島列島 の南方の 福江海盆南東部の 五 島海

底谷 に は 上記の 構造 を斜 に 切 る よ うに北 西
一

南東方向の

正 断層群 が あ り，こ れ ら は 鮮新統 を切 る 断層 で ，こ れ と

平行す る 断層が男女海盆北端や 甑島列島周辺に も発達す

る （井 上，1983）．北西
一

南東系統 の 断層 は 対馬海峡部 に

は，ほ とん ど発 達 しな い が
， 壱岐北方で 北東

一
南西方向

の 断周 を切 っ て 発達す る もの が み ら れ る （海上 保安庁水

路音陪，　1978），

　一方，男 女海 盆 の 西 方 で は男女 海底谷群 か ら北 東方向

へ 長崎海脚 に連続す る よ うな断層 ・褶曲帯が あ り，東方

に は 甑島列島か ら天草諸島の 西方へ 続 く北東
一

南西方向

の 断層が存在す る （第 9 匱［）．天 草i難地溝 は こ の 部分 に 相

当す る ようで あり，明 らか に琉球弧 の 方向を示 して い る，

千々 石 湾 か ら南南西な い し南西方向の 天 草灘 に か けて の

天 草灘地溝 で は，1989 年 1 月 30，31 日， 2刀 8 日 に そ れ

ぞ れ M ＝3．8の 地 震 が 発生 （福岡管区気象台，1989），ま

た10月 15H に も天草西方で M − 4．8（九州大学理学部，

1990に よ る と M ＝ ・ 5．3）の 地震 が 発生 し，そ の 後に 7 個

の 余震が 観測 さ れ て い る （福 岡 管 区 気象台，1990a）．本

震 の 発震機構 は 正断層を含む横ずれ型で，張力軸 は ほ ぼ

南北力向で ある．この 型 の 発震機構解 は天草灘の 他 の 地

震 活 動 域 で も卓越 して い る（九 州大 学理 学部 ，
1990＞．し

か しそ れ よ り南 西 方 に な る と北西
一

南東方向 に張力軸 を
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第 9 図　九州 西 方海域 の 海底地質構造

　　　　（活断層研究会，199／に よ る ）
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もつ 正 断層型あ る い は 横ず れ 型 の 発震機構 に な り（長

宗 ・
中村，1986 ； 長宗，エ987＞，多田（1984）の 図 で 示 さ

れ た，沖 縄 トラ フ 北 縁 付近 の 南 北 方向の 張 力 軸 と は 異 な

る．お そ らく木村政昭 （1983＞や 多田 （1984）の ような，沖

縄 トラ フ が九州中部を横断す る とい う仮説 は 成 り立たな

い と思 わ れ る，こ れ に つ い て は Kamata （ユ989）に よ り詳

細 に論 じられて い る．

　／988年 1月 8 日と 2月24日 に八 代南方の 八 代海で，そ

れ ぞ れ M ＝・4．2と M ＝4．6の 地 震 が発生 した．こ の 付近

で は，16ユ9年 に M ＝6．2，19ユ6年 に M ＝6．L　 1931年 に

M ＝5．5，
5．6， 5．9の 連続地震，1986年 7 月 28日 にもM

≡5．Oが発生 して い る．阿蘇
一八 代海

一
甑海峡 へ と続 く

地 域 は 小地 震活動 が 活発 な地 域 で
， 震源 は布 田川 一

日 奈

久断層系 と ほ ぼ一致 して い る．1986年，1988年の 地 震 の

発震機構は北 北 西 一南南東に張力軸をもつ 横ず れ 型（正

断層成 分 をと もな う）で あ り，そ の 節面 の 1 つ は 八 代海

の 延長方向 に
一

致 して い た．こ れ は ，ほ ぼ 東四圧縮，南

北伸張の 横ずれを示 し，北東
一

南西ない し北北東
一

南南

西方向の 右ずれを示す 目奈久断層系 と調和的で あ る （福

岡管 区気象台，1987，1988b）．八 代海 の 海底 に は 活断

層 が 存在 し，水俣南方 か ら長 島 に か けて は 八 代海 に 向

か っ て 階段状 に 落ち込むよ うな変位を しめす活断層群が

あ る．こ れらか ら，八 代海 は 水平ずれ と と もに かな りの

伸張成分 をもつ 地溝帯で ある と考えられ，こ れ を新た に

八 代海地溝と名づ ける．

　この よ うに中部九州西部の 海底 に天 草灘地溝，八 代海

地 溝 の存在 が 明 らか に な り，こ の うち八代海地溝 に は 海

底活断層が存在す る．しか しこ れらの 地溝 の 長軸方向は

火山地域 の 地溝 の それらと は異なり，北東
一

南西ない し

北北東
一
南南 西方向で

，
こ れ は琉球弧の 方向 を と っ て い

る とい える．

九州 に おける中央構造線の 第四 紀活動に つ い て

　九州 に お ける 中央構造線 は松山
一
伊万里線，大分

一
熊

本線，臼杵
一八 代線か ら なり，第四 紀 にそれ ぞ れ が重要

な活動 を して い る とい える，

　 中 部 九 州 の 火 山 活 動 や 地 溝 形 成 に つ い て は，そ の 開 始

時期 が 重要問題 の 1 つ で あ る．鎌 田 （1985a，　 b
，

1986），

Kamata （1989），鎌 田 ・
渡辺（1985）に よ れ ば，九 州中北

部 の 火山構造性 陥没 地，す な わ ち HVZ （H 。hi　Volcanic

Zone）は 約 5Ma 以 降，フ ィ リ ピ ン 海 プ レ
ートの 沈み 込 み

と密接 に関連 した現象 として 形成 さ れ て きた．東西方向

の グ ラ
ーベ ン 構造 を 示す Hvz の 内部 で 少な くと も 1Ma

頃に は それ と斜交す る北 東
一南 西方 向 の 火 山 体配 列が 存

在 して い た と考 え られ，そ れ を約 ／．5Ma の フ ィ リ ピ ン

海 プ レートの 北 北 西 か ら西 北 西 へ の 進行方 向の 転換

（Seno，1985）に 求 め て い る （鎌 田 ほ か，1988）．更新世 の

0．7Ma 以 降 は 火山活動 に お い て ，角閃石安山岩 や 溶岩

円頂丘が卓越 し， 成層火山体 が 出現 し，ま た， 1Ma よ

り若い 火山岩が 阿蘇
・九重 ・由布鶴見火 山 の 周囲 に ク ラ

ス ターをつ くり，明瞭な 北 東
一
南西 方向の 火山体配列を

呈 し て い る．以 上 の こ とか ら，中 部九州 は 5Ma 以 降，

伸張応力場に 置 か れ て きた が ， 約 1．5Ma の フ ィ リ ピ ン

海プレ
ー

トの 北北西か ら西北西へ の 進行方向の 転換 に よ

り，北東
一
南西方向 の 火山体配 列 が 形 成 さ れ た．0．7Ma

以降，伸張応力場 が や や 弱 ま り，局所的 に圧 縮庵力場 が

出現 した と，解釈され て い る （鎌 田，1986）．

　ま た，Sangawa （1978），Okada（1980）に よ り，紀伊半

島　 や 四 国東部 に お ける 中央構造線の 右横ず れ卓越 の 活

動 はO．8〜O．5Ma から開始 した と考えて られて い る こ と

は，中部九 州 に お い て も南北 の 伸張応 力場 に対 し，

0．7Ma 以 降東西方向の 圧 縮 応 力 が 加 わ り，局 部 的 な圧

縮応力場が形成 され た と考え る こ と を可 能にする．すな

わ ち，中 部九州 地溝帯 に お け る地 溝形成活動 は 中央構造

線 の 最 も新 し い 表現 で あ り，そ れ は 0．7Ma 頃 か らの 右

ずれ運動 に 対応 して 始 まり，さらに 0，ユ〜O．15Ma 頃の

天草に お ける志岐 トラ フ の 形成の よ うに，琉球弧の 活動

が 中央構造線に斜交す る よ うに始 ま っ た．そ して こ れ ら

両者の 運 動が 現在も継続 中 と考える こ とが で きる．しか

し北 東一南西方向 の 火山体 の 配列は lMa 頃 に は既 に存

在 して い た（鎌田 ほか，1988）と されて い る こ とか ら，こ

の 方向の すべ て が必ず しも琉球弧 の 活動 を意味す る と は

限 ら ない ．

　中部九 州地溝帯は 7 つ の地溝 の集合で あ り，そ れ らの

地 溝 は大 分 一熊 本 慚造 線 を南 限 と して，そ の 北 方 に雁 行

状 に分布す る が，こ れ らつ い て ，い くつ か の 考 え方 が存

在す る．

　第 1 の 仮説 は大分
一熊本構造線の 右ずれ に ともなう引

張割 れ 目 と して の 地 溝群 で あ る （千 田，1979）．北 東
一
南

西方向に 延びる大分
一
熊本構造線の 右ずれを引き起 こ す

ため に は東西 の 圧縮応力が必要 で，そ れ は 0．7Ma 以 降

の 局部的な圧 縮応力場 の 形成 で 説明 しうる．そ の 応 力 場

の 形成 は 基本 的 に は フ ィ リ ピ ン 海プ レ
ー

トの 1．5Ma の

北 北西か ら西北西 へ の 進行方向 の 転換後 の 右斜 め 沈 み 込

み に よる （Seno，1985）と考え られ，広域的 な応 力場 の な

か で ，局部的な応力場の 形成が 行 わ れ た と考 え る こ とに

矛盾 は生 じな い ．

　 第 2 は 沖縄 トラ フ の 延長 として の 地溝帯 とい う考え方

で あ る （木村政昭，1983 ；多 田，1984）．こ の 考え方に つ

い て は，それ ぞ れ の 地 溝 の 方向 に違 い が ある こ と（千 田，
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1979）や 地震 の 発震機構（福 岡 管 区気象台，1990a ；九 州

大 学 理 学部，1990 ；長宗 ・中 村，1986 ；艮 宗，1987）か

らみ て，必 ず し も適 当で は ない と考 え られ る．すなわ ち，

沖縄 トラ フ に お け る 地溝は北 東
一
南西 ない し北北東

一
南

南西方向をとる の に 対 し，中部九州地溝帯 に お ける 地 溝

群 は東西な い し西北西
一

東南東方向で あ る，地溝の 方向

は 両者で 明 らか な食 い 違 い が み られる，また，発震機構

か らみ て 張力軸の 方 向 の違 い も認 め られ る．こ れ ら は両

者が 同
一

の 成因に もとつ くもの で は な く，そ れ ぞ れ別 の

原 因で 形 成 され た もの で ある こ とを示 して い る．

　第 3 はア ム ー
ル プ レ

ート南縁部に お ける地溝 と して の

考え方で ある （木村学 ほ か，1986 ；三 雲 ・石 川 ，1987＞．

こ の 仮説 は シ ヤ ン シ ー地溝，中部 九 州地 溝帯，中央構 造

線を ア ム ール プ レ ー
トの 南縁部 と して 0）幅 を もっ た

shear 　zone と考 えて，西 南 日本内帯 の 東進 に と もなうこ

とで ，地溝が 形 成 され る とす る もの で ある．こ の 仮説で

は 中部 九 州の 地溝 の 方 向，沖縄 トラ フ の 方向 な ど を無 理

な く説明で き，また，千 田 （1979）の 大分
一
熊本構 造線 の

右ず れ に よ る 引張割れ 目 と して の 地 溝群 の 考えも，ア

ム
ー

ル プ レ
ー

ト南 東部 に お い て，そ れ が東 進 す る こ とで ，

生 じた shear 　zone との 考 え方 で 説 明可 能 で あ る．しか し，

西 南 目本 内帯 を プ レ
ート境界 とす る に は 中央構造線沿 い

で の 大規模 な地 震活 動 の 不 活 発 さの 説 明 が 十 分 で は な

い ．

お　 わ　 り　 に

　中部九州 の 新第三 紀以降 の 形成過 程 につ い て は基 本 的

に は地 溝形成 と それ に伴 う火 山活動 に よ る と考え られ て

い る．そ の 考 え は別府
一

島原地溝（松本 ，
1979）をス ター

トとして，さ まざま な提 案が行 わ れ て きた．と くに火山

岩 の 絶対年代値 の 集積 に と も ない ，九重 一別府 地 域 につ

い て ，玉 生 （1985）の 別府
一九 重 地 溝，鎌 田 （1985b）の

VTD （Volcano　Tectonic　Depression），木戸（1991）の 九重

一
別府地溝などが提案 され て い る．また，中 部 九州 全 体

につ い て は千 田 （1979）が 大 分
一
熊本 構造 線 の 右 ず れ運 動

に と もなう伸張割れ 目と して の 地溝群 の 形成 を述べ
， 茂

野 ・安部（1986）の 別 府
一

小 浜 地 溝 な どが 提出 さ れ て お

り，本稿 で は，活断層 の 立場 か ら中部九州 地 溝帯 （Mid ・

Kyushu 　Graben　Zone）を提案 し た．

　 こ れ ら は，そ れ ぞれ が 異 な る立 場か らの 提案で あ る が，

基 本的 に大分
一
熊本構造線 が重要 な意味 を持 つ こ とは一

致 して い る．今後，時 代 ご とに 細か な運 動像 を明 らか に

す る と共 に，よ り広 い 地 域 の な かで の 運 動 像 を考 え る こ

とが 重 要で あ ろ う．

　さて
， 震源分布か ら中部九 州 は 3 つ の 地震帯 に 区分で

きる （石 川，1990）．1 は 八 女 市付 近 か ら雲 仙 ・天 草灘 に

い た る 地 震帯
，

2 は 別府湾か ら島原湾に い た る地 震帯，

3 は阿 蘇付近 か ら八 代海
・
甑島 へ と続 く地震帯で あ る．

こ の うち 1の 八 女市か ら雲 仙 にい た る もの は 有明海で
一

且途切れ，直接的 に は 連 続 しない よ うにみ え る．2 は 島

原湾を越えて 雲仙さらに 千 々 石 湾 まで 連 続す る よ うで，

千 々 石 湾西 部で 天 草灘か ら北東方向に 伸 び て きた地 震帯

と会合す る よ うで あ る．つ ま り千々 石 湾西部か ら天草灘

に か けて の 海域 は 西 南 日本 弧 と 琉球弧 との 会合部の 1 つ

に相当す る とい え る．3 も詳細 にみ る と，阿 蘇火山付近

で
一

旦 途 切 れ，北 東 一南 西 方向の 目奈久断層系で 活発な

震源分 布 を示す よ うで あ る，こ れ らの こ とは 古い 西南 日

本 の 構造 に 新 しい 琉球弧の 構造が tJりこ ん で い る様子を

表 わ して い る と考 え られ る．また，北西
一

南束方向の 構

造 も天 草灘付近 で会合 し，それ ゆ え天 草灘地溝付 近 は 3
つ の 方向 の 構 造 が 会 合 す る 位 置 に相 当 す る と考 え られ

る．ま た
， 石川 （1990）の 指摘す る 地 震 の 空 自域 （別府

・

島原 ・
甲佐

・
田 浦 ・阿久根付近）の い くつ か は 構造 の 会

合部ない し転換部 に関 係が あ る よ うで ，今後，構 造 の 会

合部 ない し転換部を中心 に よ り詳細 な 調査 を行な う必要

が ある．
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干 田　昇 ， 1992， 中部 九 州の 活断層
一

九州 に お ける中央構造線 の 第 四 紀活動
一．地質学論集 ， No．40，

　39 − 51．　（Chida，　N．1992，　Active　faults　in　Central　Kyushu ，　Southwest　Japan− Quaternary　faulting
　along 　the　Median　Tectenic　Line　in　Kyushu − ．　 Mem ．　Geot．　Soc．　Japan，　No．40，39− 51．）

　九 州 の 中央構造線 は松山
一
伊万里線，大分

一
熊本線 ， 臼杵

一
八 代線 とい う主要な構造線と の 関係で

　論 じられ て きた．活断層 か らみ る とこ れ らの 構 造 線 は い ず れ も第 四 紀 に 活動 して い る が ，と くに 大

　分
一
熊本線 の 活動 が 顕著 で あ る ．大分

一
熊本線 を南限と して

， そ の 北 方 は に 7 つ の 地 溝 が存在 し，
　中 部九州 地 溝帯 を 形 成 して い る．こ れ らの 地 溝 の うち 最 東端 の 別府湾地 溝 と最西端の 雲仙地溝 で は

　地 溝形成活動 が 活発 に行 わ れ て い る．大分
一
熊本線 の 西部 は 布 田川

一
日奈久断層 系の 活動 に よ り代

　表 さ れ，右ずれ の 活動 で 特徴 づ け ら れ る．中部 九 州 地 溝帯 は 大分
一

熊本線 の 右ず れ に と もなう引張

　割 れ 目と して 形成 された もの で ，北東
一
南西方向 に延 びる 大分

一
熊本線 の 右ず れ を引 き起 こ すた め

　の 東西 の 圧 縮応力 は O．7Ma 以 降 の 局部的な圧縮応力場 の 形成で 説明 しうる．こ れ は また ， ア ム
ー

ル

　プ レ
ート南東部 に お い て ，それ が東進す る こ とで 生 じた shear 　z 。ne との 考え方 で 説 明 口∫能で ある ．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


